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臭化タリウム(TlBr)は、検出効率が高く室温で動作する高分解能なγ線検出器として期待されて

いる材料である。我々は、溌液化法を用いた TlBr結晶の結晶育成に着目しており、高い放射線特

性を示す結晶の育成法確立を目指している[1]。得られた結晶の簡易的な結晶性評価法として、X

線回折装置を用いて結晶の成長方向に垂直な面で切り出した試料の 2θ/θ測定を行ってきた。し

かしこの測定方法では、切り出した面に垂直な方向の情報のみが得られるため、結晶成長条件と

結晶性の関係性を理解するには情報が不足している。 

そこで我々は、切り出し面に垂直な方向以外の結晶性に関する情報を比較的簡便に測定する事

を目的として、薄膜X線回折装置を用いて 2次元逆格子測定を行ったので報告する。TlBr結晶は、

ゾーン精製した原料を石英管に封入し垂直ブリッジマン法を用いて作製した。結晶成長時の最大

到達温度、育成炉の温度勾配、育成速度を変化させ、結晶育成を行った。試料は、成長方向に垂

直にダイヤモンドホイールソーで切断し、MeOH(Br2%)で 120分間エッチングを行った。図１(a)､

(b)はそれぞれ溌液化の有無による TlBr 結晶の（110）面の 2 次元逆格子マッピングの測定結果を

示している。結晶成長時の最高到達温度を 492℃、温度勾配を 10~15℃/cm、成長速度を 0.4mm/h

に固定し、溌液化を適用した場合と適用しない場合の結果を比較した。溌液化を適用した結晶で

は逆格子点の 2θ/ω方向の半値幅は 0.268°、適用しなかった場合は 0.244°と大きな違いは見ら

れなかった。しかしω方向では、溌液化を

適用した試料に比べて、適用しなかった試

料の逆格子点の広がりが大きいという結果

が得られた。この結果は、TlBrの結晶成長

において溌液化の適用が結晶性の改善に有

効であることを示している。 
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図 2次元逆格子マッピング 

(左:溌液化無し、右:溌液化有り) 
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